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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年6月25日(2009.6.25)

【公表番号】特表2008-545834(P2008-545834A)
【公表日】平成20年12月18日(2008.12.18)
【年通号数】公開・登録公報2008-050
【出願番号】特願2008-513525(P2008-513525)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/22     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/22    ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ   5/22    ＣＥＺ　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １１０　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    ３０１Ａ
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月1日(2009.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明のビニル－エーテルタイプの高分子電解質構造体の一般構造は、次のものである
。
【化１】

（ここで、
　Ｌは非ペルフッ素化アルキル又はアルキレン－エーテル結合であり、
　Ｌ’は結合又はアルキル若しくはアルキレン－エーテル結合であり、
　ｎは２５～９９モル％、好ましくは５０％超、特に好ましくは７０％超であり、
　ｍは１～７５モル％、好ましくは５０％未満、特に好ましくは３０％未満であり、
　Ａはスルホネート、ホスホネート又はカルボキシレートであり、
　Ｂは架橋し得る基である。）
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明のスチレンタイプの高分子電解質構造体の一般構造は、次のものである。
【化９】

（ここで、
　Ｗは結合、Ｏ、ＮＨ、Ｓ、ＳＯ又はＳＯ2であり、
　ＹはＣ1～Ｃ12のアルキル、芳香族又はアルキレン－エーテル結合（例えば(－ＣＨ2－)

1-12）であり、
　Ｚは結合、又はＣ1～Ｃ12のアルキル、芳香族若しくはアルキレン－エーテル結合であ
り、
　ｎは１～９９モル％、好ましくは５０％超、特に好ましくは７０％超であり、
　ｍは１～９９モル％、好ましくは５０％未満、特に好ましくは３０％未満であり、
　Ａはスルホネート、ホスホネート又はカルボキシレートであり、
　Ｂは架橋し得る基である。）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
例１４Ａ：２－（４－ビニルフェニル）エタノール（２－ＶＰＥ）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
例１４Ｂ：ポリ（ＮａＶＢＳ）
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